
はじめに
　島根県出雲市園町にある「宍道湖グリーンパーク」では，野生動植物が生息する環境を提供しつつ，訪
れた人がこの地域の自然に親しみを深めることができるようにと 1996 年 6 月に開園した．宍道湖グリー
ンパークは，面積 1.8 ヘクタールの水田を転用し，多自然型公園として整備されたものである（野津，
1997）．また，園内には調査研究事業の拠点であるホシザキ野生生物研究所や，宍道湖の自然や野鳥をは
じめとした展示等がある野鳥観察舎がある．ところで，この地域はもともと農地（水田）であったことか
ら，現在のような多くの種類の樹木が生えている環境ではなかった．そこで園内には，出雲地方に生育す
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Abstract　In the present reports, the author reported chromosome counts for 30 
taxa planted trees, in Shinji-ko Green Park, Izumo City, Shimane Prefecture. The 

results are as follows: Podocarpus macrophyllus f. angustifolius, 2n＝37; Cryptomeria 

japonica, 2n＝22; Chimonanthus praecox, 2n＝22; Cinnamomum yabunikkei, 2n＝
24; Neolitsea sericea, 2n＝24; Amelanchier asiatica, 2n＝34; Rhaphiolepis indica var. 

umbellata, 2n＝34; Elaeagnus pungens, 2n＝28; Elaeagnus umbellata var. umbellata, 

2n＝28; Castanopsis sieboldii subsp. sieboldii, 2n＝24; Quercus myrsinifolia, 2n＝24; 
Quercus serrata, 2n＝24; Celastrus orbiculatus var. orbiculatus, 2n＝64; Euonymus 

alatus var. alatus f. striatus, 2n＝64; Mallotus japonicus, 2n＝88; Triadica sebifera, 

2n＝88; Citrus trifoliata, 2n＝18; Melia azedarach, 2n＝28; Eurya japonica var. 

japonica, 2n＝46; Ardisia crenata, 2n＝46; Camellia japonica, 2n＝30; Camellia 

sinensis, 2n＝30; Aucuba japonica var. japonica, 2n＝32; Ligustrum japonicum, 

2n＝46; Ligustrum lucidum, 2n＝46; Ilex latifolia, 2n＝40; Ilex rotunda, 2n＝40; 
Pittosporum tobira, 2n＝24; Dendropanax trifidus 2n＝50; Fatsia japonica, 2n＝48.
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る樹木を中心に樹木の植栽が行われている．その後，来園者への自然環境教育を目的として，出雲地方に
生育している樹木に限らず，特徴のある樹木を必要に応じて追加の植栽が行われている．さらに野鳥の誘
致木として，野鳥が好む果実が実る樹木についても選定して植樹されている．そして，約 25 年が経過し
た現在では，当時植栽された樹木が生長すると共に，訪れた野鳥などによって，新しく芽生え，生長した
樹木も見られるようになっている．これらの園内の樹木について，状況を調査したところ 128 分類群が確
認されている（三浦，2024）．これらのうち，常緑は 50 分類群，落葉は 78 分類群であった．
　これらの樹木に関して，30 種について染色体観察の記録を報告する．樹木自身は植栽によるものであ
るが，園芸種や自生種，また常緑，落葉に関わらず樹木を対象に観察を行った．

材料と方法
　染色体観察を行った植物は宍道湖グリーンパーク内において，稚樹や枝を採取して栽培用ビニールポッ
トに移植し，栽培して発根させたものを用いた．また，一部園内にて採取した種子からの発芽個体を用
いた．種子の発芽方法に関しては，三浦・渕上 （2020） に従った．そして，染色体の観察方法は，三浦 

（2014） と同様に行った．染色体数を明らかにした個体は標本として，ホシザキ野生生物研究所に保存する．

結果と考察
Podocarpaceae

イヌマキ Podocarpus macrophyllus （Thunb.） Sweet f. angustifolius （Blume） Pilg.

染色体数：2n＝37 （図 1A）
　Hizume et al. （1988） は 2n＝37，38 を報告している．このうち 2n＝37 が雄株で，2n＝38 が雌株で性染
色体 XXYの組み合わせによって性決定を行っている可能性を示唆している．また，Zhou and Gu （2001） 
は 2n＝38 を報告している．さらに Hizume et al. （2014） は雄株で 2n＝37 を報告している．
　今回の体細胞分裂の観察結果は 2n＝37 であり，Hizume et al. （1988） の雄株の報告と一致した．

Cupressaceae

スギ Cryptomeria japonica （L.f.） D.Don

染色体数：2n＝22 （図 1B）
　Toda （1980），Kondo and Hizume （1982），Kondo et al. （1985），Hizume et al. （1989），斎藤ほか （2005） 
は，2n＝22 を報告している．松田・宮島（1977）は 2n＝22 に加え 2n＝33 も報告している．
　今回の体細胞分裂の観察結果は 2n＝22 であり，これまでの報告と一致した．

Calycanthaceae

ロウバイ Chimonanthus praecox （L.） Link

染色体数 2n＝22 （図 1C）
　Sugiura （1931） は 2n＝22 を報告している．
　今回の体細胞分裂の観察結果は 2n＝22 であり，これまでの報告と一致した．

Lauraceae

ヤブニッケイ Cinnamomum yabunikkei H.Ohba

染色体数 2n＝24 （図 1D）
　Sugiura （1936） は n＝12 を報告している．また，Okada and Tanaka （1975） は 2n＝24 を報告している．
　今回の体細胞分裂の観察結果は 2n＝24 であり，これまでの報告と一致した．
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図 1　島根県出雲市宍道湖グリーンパーク内植栽木の染色体画像①：A; イヌマキ Podocarpus macrophyllus f. 
angustifolius 2n＝37，B; スギ Cryptomeria japonica 2n＝22，C; ロウバイ Chimonanthus praecox 2n＝22，D; ヤブ
ニッケイ Cinnamomum yabunikkei 2n＝24，E; シロダモ Neolitsea sericea 2n＝24，F; ザイフリボク Amelanchier 
asiatica 2n＝34，G; シャリンバイ Rhaphiolepis indica var. umbellata 2n＝34，H; ナワシログミ Elaeagnus pungens 
2n＝28．スケールバーはすべて 5µm．
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シロダモ Neolitsea sericea （Blume） Koidz.

染色体数 2n＝24 （図 1E）
　Okada and Tanaka （1975） は 2n＝24 を報告している．
　今回の体細胞分裂の観察結果は 2n＝24 であり，これまでの報告と一致した．

Rosaceae

ザイフリボク Amelanchier asiatica （Siebold et Zucc.） Endl. ex Walp.

染色体数：2n＝34 （図 1F）
　本種についての染色体数の報告を確認することができなかった．国外の Amelanchier属に関して，
Robinson and Partanen （1980） は 11 種 2 雑種について n＝15，16，17，18，20，24，25，28，31，33，36 を報
告している．
　今回の体細胞分裂の観察結果は 2n＝34 であった．

シャリンバイ Rhaphiolepis indica （L.） Lindl. var. umbellata （Thunb.） H.Ohashi

染色体数：2n＝34 （図 1G）
　Sugiura （1931） は 2n＝34 を報告している．また Senakun （2018） は，日本産シャリンバイの母種にあた
る Rhaphiolepis indicaについて Thailandの個体で 2n＝28 を報告している．
　今回の体細胞分裂の観察結果は 2n＝34 であり，Sugiura （1931） の報告と一致した．

Elaeagnaceae

ナワシログミ Elaeagnus pungens Thunb.

染色体数：2n＝28 （図 1H）
　Darlington and Janaki Ammal （1945） は，2n＝28 を報告している．
　今回の体細胞分裂の観察結果は 2n＝28 であり，これまでの報告と一致した．

アキグミ Elaeagnus umbellata Thunb. var. umbellata 

染色体数 2n＝28 （図 2A）
　Zhang et al. （1991） が中華人民共和国の山西省産の個体を用いて 2n＝28 を報告している．
　今回の体細胞分裂の観察結果は 2n＝28 であり，これまでの報告と一致した．

Fagaceae

スダジイ Castanopsis sieboldii （Makino） Hatus. ex T.Yamaz. et Mashiba subsp. sieboldii

染色体数：2n＝24 （図 2B）
　Chung et al. （2020） は韓国産の個体を用いて 2n＝24 を報告した．
　今回の体細胞分裂の観察 結果は 2n＝24 であり，これまでの報告と一致した．

シラカシ Quercus myrsinifolia Blume

染色体数：2n＝24 （図 2C）
　Sun et al. （1996） は韓国産の個体を用いて，n＝12IIを報告した．
　今回の体細胞分裂の観察結果は 2n＝24 であり，これまでの報告と一致した．
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図 2　島根県出雲市宍道湖グリーンパーク内植栽木の染色体画像②：A; アキグミ Elaeagnus umbellata var. 
umbellata 2n＝28，B; スダジイ Castanopsis sieboldii subsp. sieboldii 2n＝24，C; シラカシ Quercus myrsinifolia 2n
＝24，D; コナラ Quercus serrata 2n＝24，E; ツルウメモドキ Celastrus orbiculatus var. orbiculatus 2n＝64，F; コマ
ユミ Euonymus alatus var. alatus f. striatus 2n＝64，G; アカメガシワMallotus japonicus 2n＝88，H; ナンキンハゼ
Triadica sebifera 2n＝88．スケールバーはすべて 5µm．
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コナラ Quercus serrata Murray

染色体数：2n＝24 （図 2D）
　Sun et al. （1996） は韓国産の個体を用いて，n＝12IIを報告した．
　今回の体細胞分裂の観察結果は 2n＝24 であり，これまでの報告と一致した．

Celastraceae

ツルウメモドキ Celastrus orbiculatus Thunb. var. orbiculatus

染色体数 2n＝64 （図 2E）
　Nakajima （1933） や Bowden （1945） は n＝23，Baranec and Murín （2003） は 2n＝46 を報告した．
　今回の体細胞分裂の観察の結果は 2n＝64 であった．今回の観察結果はこれまでの報告のいずれとも一
致していなかった．
　Celastrus属内の別種について，Probatova et al. （1998） はイワウメヅル Celastrus flagellaris Rupr.につい
て 2n＝46 を報告している．

コマユミ Euonymus alatus （Thunb.） Siebold var. alatus f. striatus （Thunb.） Makino 

染色体数 2n＝64 （図 2F）
　Nath and Clay （1972） は，広義のコマユミ Euonymus alatusについて，2n＝64 を報告した．
　今回の体細胞分裂の観察結果は 2n＝64 であり，これまでの報告と一致した．

Euphorbiaceae

アカメガシワMallotus japonicus （L.f.） Müll.Arg.

染色体数 2n＝88 （図 2G）
　Sugiura （1936） は n＝36 を報告している．
　今回の体細胞分裂の観察結果は 2n＝88 であり，これまでの報告と一致していなかった．
　Mallotus属内の別種について，国外にていくつか染色体数の報告があり，その中でギンモウガシワ
Mallotus apelta （Lour.） Müll.Arg.において 2n＝66 （Krishnappa and Reshme, 1980），ハスノハアカメガシ
ワMallotus barbatus （Wall. ex Bill.） Müll.Arg.において n＝11 （Soontornchainaksaeng and Chaiyasut, 1999） 
などの報告がある．

ナンキンハゼ Triadica sebifera （L.） Small

染色体数 2n＝88 （図 2H）
　Gill et al. （1981） は北インド産の個体を用いて n＝44 を報告した．
　今回の体細胞分裂の観察結果は 2n＝88 であり，これまでの報告を支持した．

Rutaceae

カラタチ Citrus trifoliata L.

染色体数：2n＝18 （図 3A）
　Befu et al. （2000） を始め多くの報告があり（例えば Preedasuttijit et al. 2007），いずれも 2n＝18 を報告
している．
　今回の体細胞分裂の観察では 2n＝18 でこれまでの報告と一致していた．
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Meliaceae

センダン Melia azedarach L.

染色体数 2n＝28 （図 3B）
　Pathak, et al. （1949），Minfray （1963） および Datta and Samanta, （1977） は，2n＝28 を報告している．
　今回の体細胞分裂の観察結果は 2n＝28 であり，これまでの報告と一致した．

Pentaphylacaceae

ヒサカキ Eurya japonica Thunb. var. japonica

染色体数 2n＝46 （図 3C）
　Nakajima （1942） は n＝21 と報告している．
　今回の体細胞分裂の観察結果は 2n＝46 であり，これまでの報告と一致しなかった．

Primulaceae

マンリョウ Ardisia crenata Sims

染色体数 2n＝46 （図 3D）
　本種に関する染色体数の報告を確認することはできなかった．しかし，小山・國府方 （1998） は，同属
のヤブコウジ Ardisia japonica （Thunb.） Blume，オオツルコウジ Ardisia walkeri Yuen P.Yangについて 2n
＝92，ツルコウジ Ardisia pusilla A.DC. について 2n＝46 を報告している．
　今回の体細胞分裂の観察結果は 2n＝46 であった．

Theaceae

ヤブツバキ Camellia japonica L.

染色体数 2n＝30 （図 3E）
　本種は園芸種として原種および品種に関するさまざまな研究についての報告がある．その中で，福島
ほか （1966） は，本種内の品種の中において，52 品種で 2n＝30 を報告している．そして，12 品種で 2n＝
45，1 品種で 2n＝75 を報告している （福島ほか，1966）．また Bezharuah （1971） は 2n＝30 および 2n＝45
を報告している．Furukawa et al. （2017） は 2n＝30 を報告している．
　今回の体細胞分裂の観察結果は 2n＝30 であり，これまでの報告と一致した．

チャノキ Camellia sinensis （L.） Kuntze

染色体数 2n＝30 （図 3F）
　本種は茶の原料となるため，原種および品種に関するさまざまな研究が行われている．その中で
Morinaga et al. （1929） は n＝15 を報告している．また志村 （1935） は n＝15 に加えて 2n＝30 を報告して
いる．そして，ほかにも国内外ともに多くの報告がある．それらの中で，Bezbaruah （1971） は Camellia 

sinensis var. assamica （Choisy）  Kitam. に 2n＝30 だけでなく 2n＝45 が存在することを報告している．そ
のほか，大野 （1932） や Furukawa et al. （2017） など 2n＝30 の報告がある．
　今回の体細胞分裂の観察結果は 2n＝30 であり，これまでの報告と一致した．

Garryaceae

アオキ Aucuba japonica Thunb. var. japonica

染色体数 2n＝32 （図 3G）
　Meurman （1929） は n＝16を報告している．また，Sinotô （1929） は雄株，雌株の両方の根端細胞を観察
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図 3　島根県出雲市宍道湖グリーンパーク内植栽木の染色体画像③：A; カラタチ Citrus trifoliata 2n＝18，B; セン
ダンMelia azedarach 2n＝28，C; ヒサカキ Eurya japonica var. japonica 2n＝46，D; マンリョウ Ardisia crenata 2n
＝46，E; ヤブツバキ Camellia japonica 2n＝30，F; チャノキ Camellia sinensis 2n＝30，G; アオキ Aucuba japonica 
var. japonica 2n＝32，H; ネズミモチ Ligustrum japonicum 2n＝46．スケールバーはすべて 5µm．
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して，いずれも 2n＝32 であることを報告している．さらに，黒沢 （1976） や，Ohi et al. （2003） も 2n＝32
を報告しているが，2n＝16 の存在を示して，これらをナンゴクアオキとして変種 var. ovoidea Koidz. とし
て扱っている．津坂ほか （2011） は，黒沢 （1976） や Ohi et al. （2003） と同様にナンゴクアオキとアオキを
染色体数の異なる2n＝16，32と示して，さらにこれら2種類の染色体数の境界が中国地方島根県，岡山県，
広島県にあると示唆した．
　今回の体細胞分裂の観察は 2n＝32 であった．津坂ほか （2011） は島根県内の特に宍道湖周辺に 2n＝16
と2n＝32の境界があり，2n＝16を松江市美保関町七類と松江市宍道町佐々布にて確認していることから，
宍道湖の北部から南西部にかけて境界があると考えられるが，宍道湖の西岸に位置している宍道湖グリー
ンパーク内では 2n＝32 であった．これは，園内の株が植栽であるためと考えられる．

Oleaceae

ネズミモチ Ligustrum japonicum Thunb.

染色体数 2n＝46 （図 3H）
　染郷 （1974） は，東京都目黒区にある林業試験場の個体を用いて，n＝11，2n＝22 を報告した．また，
Sugiura （1931） は n＝22 を報告している．そして，Denda et al. （2007） は千葉県，山口県，福岡県，鹿児
島県，沖縄県の 5県から採取した個体を用いて 2n＝46 を報告している．
　今回の体細胞分裂の観察結果は 2n＝46 であり，Denda et al. （2007） の報告を支持した．

トウネズミモチ Ligustrum lucidum Aiton

染色体数 2n＝46 （図 4A）
　Taylor （1945） はノースカロライナ州産の個体で n＝23，2n＝46 を報告している．また Nanda （1962） は
インド産の個体で n＝23を報告している．そして，Luo and Liu （2019） は 2n＝46を報告している．一方，
染郷 （1974） は東京都目黒区の林業試験場産の個体で n＝11，2n＝22 を報告している．
　今回の体細胞分裂の観察結果は 2n＝46 であり，Taylor （1945） や Nanda （1962），Luo and Liu （2019） の
報告を支持した．

Aquifoliaceae

タラヨウ Ilex latifolia Thunb.

染色体数 2n＝40 （図 4B）
　本種について過去の報告を確認することができなかった．
　今回の体細胞分裂の観察結果は 2n＝40 であった．

クロガネモチ Ilex rotunda Thunb.

染色体数 2n＝40 （図 4C）
　本種について過去の報告を確認することができなかった．
　今回の体細胞分裂の観察結果は 2n＝40 であった．

Pittosporaceae

トベラ Pittosporum tobira （Thunb.） W.T.Aiton 

染色体数 2n＝24 （図 4D）
　Gros （1965） は 2n＝24 を報告している．
　今回の体細胞分裂の観察では 2n＝24 で，これまでの報告と一致した．
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　また，Pittosporum属の国内の報告に関しては，同種の報告はないが，同属の 2 種に関して，小笠原
諸島に生育する 2種（シロトベラ Pittosporum boninense Koidz.，オオミトベラ Pittosporum chichijimense 

Nakai）について，Ono （1975） と小野（1977） はいずれも 2n＝24 を報告している．

Araliaceae

カクレミノ Dendropanax trifidus （Thunb.） Makino ex H.Hara

染色体数：2n＝50 （図 4E）
　本種について過去の染色体数の報告を見つけることはできなかった．

図 4　島根県出雲市宍道湖グリーンパーク内植栽木の染色体画像④：A; トウネズミモチ Ligustrum lucidum 2n＝46，
B; タラヨウ Ilex latifolia 2n＝40，C; クロガネモチ Ilex rotunda 2n＝40，D; トベラ Pittosporum tobira 2n＝24，E; カク
レミノ Dendropanax trifidus 2n＝50，F; ヤツデ Fatsia japonica 2n＝48．スケールバーはすべて 5µm．
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　今回の体細胞分裂の観察結果は 2n＝50 であった．

ヤツデ Fatsia japonica （Thunb.） Decne. et Planch.

染色体数：2n＝48 （図 4F）
　Sugiura （1936） は n＝24 を報告している．Dehgan （1987） は 2n＝48 を報告している．また，Sun et al. 

（1988） は韓国産の個体で 2n＝24 を報告している．
　今回の体細胞分裂の観察結果は 2n＝48 で，Sugiura （1936） および Dehgan （1987） を支持した．
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Appendix. Chromosome number  of studied taxa in Shinji-ko Green Park, Izumo City, 
Shimane Prefecture

Taxon Family
Chromosome
number (2n)

Podocarpus macrophyllus f. angustifolius Podocarpaceae 37
Cryptomeria japonica Cupressaceae 22
Chimonanthus praecox Calycanthaceae 22
Cinnamomum yabunikkei Lauraceae 24
Neolitsea sericea Lauraceae 24
Amelanchier asiatica Rosaceae 34
Rhaphiolepis indica var. umbellata Rosaceae 34
Elaeagnus pungens Elaeagnaceae 28
Elaeagnus umbellata var. umbellata Elaeagnaceae 28
Castanopsis sieboldii subsp. sieboldii Fagaceae 24
Quercus myrsinifolia Fagaceae 24
Quercus serrata Fagaceae 24
Celastrus orbiculatus var. orbiculatus Celastraceae 64
Euonymus alatus var. alatus f. striatus Celastraceae 64
Mallotus japonicus Euphorbiaceae 88
Triadica sebifera Euphorbiaceae 88
Citrus trifoliata Rutaceae 18
Melia azedarach Meliaceae 28
Eurya japonica var. japonica Pentaphylacaceae 46
Ardisia crenata Primulaceae 46
Camellia japonica Theaceae 30
Camellia sinensis Theaceae 30
Aucuba japonica var. japonica Garryaceae 32
Ligustrum japonicum Oleaceae 46
Ligustrum lucidum Oleaceae 46
Ilex latifolia Aquifoliaceae 40
Ilex rotunda Aquifoliaceae 40
Pittosporum tobira Pittosporaceae 24
Dendropanax trifidus Araliaceae 50
Fatsia japonica Araliaceae 48
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